
 

 2002年 11月１日、浦和電車区分会（現・さいたま運転区分会）の組合員だった 7名【美世志会】が突

如、組合員を脱退・退職させた『強要罪』という聞きなれない罪名で逮捕され、344日間勾留されました。   

この事件は、取り調べでの「組織を内部から変えられないから国家権力が介入するんだ」の発言がされ

た様に、私たち JR東労組・JR総連を壊すために画策された「えん罪事件」です。 

６０回にも及ぶ裁判では、被害届が出される前から捜査が行われていた事や、脱退届を出した時にいた

とされる人が乗務をしていて、その場にいることはあり得ないなど、多くの矛盾点や組織を壊すために権

力が介入してきたことを明らかにしてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


